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水田跡地と畑地で作った 2年生ヒノキ苗木の

水分特性について

升出〈一・介・桑原武男・有馬 功・編出宣明
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なおとりまとめにあたって，佐々木場長，入口育林部

長iこは効ざを民いた。ここに記して感謝する。

ような·j~を造林名から ff討く引が多い。 2 試験計画

この涼凶については， Iぜ二十JをJltiiり取ってからilit村山に

ネ11'i.:l＆するまでのlf；＜り扱いや，中11'i.'J;Ji.Jji'J＇，気象条約等々い 2. 1 供試箇畑

ろいろ巧えられるが，これらの他に， "i'1'i木の主主成場所の ぞh!liされた／1Y;j~の水分特引をみるため，つぎの市対！！を

問題も考えられる。 用いた。

！よ,r;1;県におけるH召干＇1155°引交のl'i'i木の生産床Tlrlf況のうら， 畑Ill也 構内研究m白川II

水！日跡地での育活は，は純1＋：で73%, 1 l<D床十九 2if・'J＇.苗 第三紀j訴の林地を昭和45年にJ,tf1計手備し，その上に外

生産jぷ46%, 2 hll142芥 3年1tla1l:i'U末てJえ 28%であっ 言IIから搬入した ，＇！.＼、色火山灰iiニマサニI:( 1E1謁お風化土〉

た。このうち， iま緑！ょの73%は， 11｛干＇114号年度のそれが58 を容：i：して！本二iをつくっ，スキ， ヒノキの苗木を 6if三1111

%であったことからして， 6年HUで突に 179%と念、明し 養成していた所ていある。然色火山灰オ I＜サごi二のJll!.!f［壌

でいたことになるし， また， H白fll56if-J交の山林市知1,17，評 l:で， j')tJ伝層は30cmてやある。

会にtH,ft，されたm知｜だけについてみても， 1[,-1]床符 2if 水Ill跡地三次市 rJLiiV1!:'i~lffJ末元

lj fO IL:Jえ床では， 87.5%, 2 !J1JIよ終 3iflf:.的生産！ぷでは f司村は Jl:frH:i'i.lH：梢岩のi'\'ft't/~f：壌で寸：性は；地二！：，試験

35.7%，幼i"iてすま， 100 %が，水！Jl跡地で生産されたも ｜井j始llljiドまで；）＼.！封として水稲が作付けされていたところ

のであったことからしても，水間跡地での符箇が係突に で，作土層は25cmで、ある。

増加しているといえよう。 Jj(fH 跡地Jム水分状態を人為的に乾状態と i.\i~.状態の 2

そこで潟地で作ったt1＼＇再三と Jj(ffl跡地でい作った浸水の水 iむこう〉けた。乾状態の［おま， i七絞（Jl)7）＼.（まItの良い場所に

分特悦が，どのように迷うかを倹討してみた。 長！水泌をz；立けて土壌がさらに乾燥するようにし，湿状態



のl三は乾きの惑い水路1WJにl没け，乾状態の［ベとの岐には 3.1.2 化t下H

2 mlll/.'iて、緩衝’＇n'i'をl没けた。 試料J正取のlh]JVJ及び万口、は， f虫学性淵伐と j1(jf;長に行い，

供滅的知！の id也は，刈u弘 ;j'([fl跡地ともHJ¥;n1 210 m内 その分析は， pl！はガラスci［，＇.似p!-lメー夕、ーで，全c,：＇！で N

外で， II汀手1153年の年三ドMJ会¥il,,¥.13.6℃，＇＜ j二Ii年；j(；止し148.3 はC Nコーターて寸1った。

mmて、、ある。

2.2 纏栽した箇木

·~ IBJ じ灯II で件ム.ill~ さ tL たヒノヨ千3ゴJf打を汗jし、たカず’ そσ〉、ドIJ 

前iミl土l呂cm’、JZk~Jf以b毛は llcm ’ J也 1~ff[)~：81:;:

I也干一1'ill五色中之Z五:irU土O14 gて、あつたO

1 1ぎの布！U＆本数は， 126本（ 42本／m＇× 3m＇）で＇.i1111 

くり返しの配iむとし， 5 JJ 1 IJにJ示作えを行った。

2.3 施児

施lll':!Zと！！対在日出ズを設け，絡!Jl':Iメの泌mri；ーは’llHitニょ

った。肥料の春日flとlitlilfJl.U土，表 iのとおりていある。 JH:

JJ思等有機質は締約せず，化学肥料の必11eのみとした。

霊祭 1 供試肥料と施用量

区分川肥料の検知泊j).IJ最｜要素鼠｜摘安：

窒 素肥料蹴出場，6.7 1 16.9 I ね！~
← 一一一一 ート一一一－ 4十一－ i -・ ~i ltlf!Wkg/lOa 
燐般肥料 t存燐 (19% 66.3 I i2.6 l4JJ2s11地illJ

力r1I!'o肥料駈力1( 60%) I 9 . s I 5 . 9 

3 試験項目と方法

3.2 苗木の水分特性

前知IIの泣いによって，そこてい：主！ぶされたWi木のp,.水咋〈

lえぴ！i~I枚以をみるため，つぎ、のようにして I剣先を行った。

3. 2 l W；試市本

村i.tltされた汚水のうち， 作！式令の外J;';]lヲljを｜添いた全市

本を12)J 22 H （こ ii:•；り取り， 3 lnJくり返しばのIii本を 絡

にして， fふf；；の大きいものからJI仰二 3茶日までは除外し

つぎのお本を合スJziれWI定fむとし， [iiこ，つぎの 5本をj人

数；，＼ i!!IJ：七月！として，っき、の 5本を水分特約グ〉終絞殺Jll¥Ji!!IJ

1仁mとしてちも試した。

3.2.2 ~ ＊キ

ilir＼リ取った !'Ii~（は， rrf. ちに水道水で似をおi：ってi を除

1； してから，｜別府した；j( をイIiでi吸い取り＇L•Hi止をi!llJ定し

た。 iWI；むした！？［本は， 70～80℃で2411寺lilJ以 l絶乾し，刈

't m. M当たりの？？水if~ をボめた。

3.2.3 ！宅11x:i:

300 cc干干の三fCJブラスコに水道；j(をi1:1:jし， J也際で切断

した市本の地 l:iill を 14:ずっjifi 人して ！！.~I投 Jr\ を測定した。

!Al投ill：は，袋町全体の市｛j；を 3II ll¥J隔でi!!IJ/Eし， mi止の

苗ヰ；を養成した前倒土壌の理化学刊：と，そこでイ1会lliJ if，；＼少：止を Ni木のJぷY.x:＂（とした。なお，水 I古lからの京党防

義成した！？｛本の水分狩ti をみるためにつぎの；~.~伐をわーっ Ji.を特にfiわなかったため， 三fiJフラスコに；j（；丘＊だけ

た。 を入れたものを I没けて／えだぷを i![IJ うじし， 1JIJ ！主の J（~I\文 hl:i!!IJ

3. 1 土壌の理化学性

：によ111(から；亡しづい、てぷi投与；とした。 J免イく；ま 3llliiHMで宗一

沢派定後flった。

3. 1 l J'IVJ':'i'I: 

1W本の11:1；り取り ii:＼＇に／l氏lllii¥のはほij1央主112fi7iFJiで， J也Jえ

からら～lOcmの；』江戸りから試半iをJ采l[l(した。社！JJ!i'のhi:Kは

｜国有林野 l：袋 1tf，~1t)J iヨ、詐等 l.2）にii"じた。

4 結果と考察

4. 1 土壌の理化学性

4 .1 .1 J1!!・[:・11L 

表2 菌畑別こと壌の理学性

wr-0 1t I採 取 I1寺村｛京 I1L隙＇itI 問 中II(%) 液 中ll(%l I公布｜（%）
削！日区分 i年 月 I i立法cm I g/ 100~~ I % i・,;t r 点

:kill 

水HJ（乾）

水田（ilO

1978.12 I 5～10 I 101. 8 I 55. 3 I 39. 1 I 5. 5 I o .1 28 .. ~ 

II 77. 3 I 66. 7 I 32. 8 I o. 3 I o. 2 44.7 

II ～.I 6日J~り一日三L土j一一l 44.9 

2-

48.5 G.8 

62.6 4. l 

57.3 3.5 
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表3

生育期間中の土壊含水率

自主）］！＇；［ゑ I 11 I 4. 5 I 3. 65 i o. 37 I 9. 9 
水fH（乾）｜ ト 十 一十一…十一一十一一一

無地！肥［又｜ 11 i 4. 5 I 3. 64 I o. 36 I 10 .1 

1庖IW~lx: I 11 I 4.5 I 3.:i6 I O.:l5 110.2 
水111rnnト …ー←十一十 一一斗一一…十…一

げ .~Ji血！把lメ I II I 1. 6 I 2 . 54 I (}. 33 I 10. 7 

全Nの7守イJ本は水Iii( 1:i't：）が；J(fj[rnn よりわすかに

大きかったが， :1:111I也lこ比べると；j([i［跡地が 2.2～ 2.3 i広

大きかった。

C N i乙をみてみると，ノドIf!（乾）と氷山（i!uりの完4

l立小さく， -T.l!lj也によとべるとノkIll Wu＇、治は， 54～ 56%とノj、き

1'r'I 本を Jlai リ取った 11.'j• の各1W:i:lll の t'l\ ＇＇／：れは，主！.｛ 2のとお

りである。制作は， J！民地II巴l乏についてのみ行った。

;j( FH ( 1;;1: ）とノ1J(111 rnnは大きなj長いはみられなかっ

た。対us也と；）（Ill~jMtllグ〉｝ミきな j （さいは， fi'fが·Hilt也lこ多く，

j采llY.1待合水；，t, 11之火災水；誌がノ1)(1[[跡地で大きいことていあ

る。

Y.., 1'ti ；＼三の'I:二ずfJt)Jliil >11におけるWi'・tillの～！壌？？水市の変

it：をみると lχilに刀、したとおりである。

l)J¥!i干；j(.1十（土，昨f'l1jにかかわらず，氷山跡地が:J:lll地よ

り常に10%以上大きい。 Y.，当初ノ比Ill跡地を人為的に i吃

とi:u：に分けたが， この1.}J!f：はノトさく批，.；；jで3%引JJ'tのた

でしかなかった。~il!IJ ).£ 1il（のみ！Z.Jljでみてみると， :l:lll地に

よ七べて；J<JU跡地は 1.9依二i寸袋合；）（ヰ弘子大きかった。

図 1

かった。

4.2 苗木の含水率

夫々の前畑JIで集成された！日本の1Z;j(i判土， 1:%12のとお

りである。 1Wイえの合点本は，畑地ていれ二った 1'1Y木に比べて

;j([JII跡地で作った前本の}j7J<, r¥'ljし、jt((ll1Jにあったが，；j(

HJ (i!11：）とノk!Ji(i:il:）て。主主！点されたWi本｛;I:, ）（きな廷は

なb、っ？こ。

4.1.2 f七学・［＇！

[_J:f~ O') i l'.：手•[ill 土， ｝え 3 のとおりである。

いずれの店先II でも lit'tillEIメふと J！民地 11~；I乏の迎いは小さく，

地)J巴によるj£いはみられなかった。

plllま，水IU（乾）と；J:111rnnはバ：はないが，州[J也に

上七べて水川跡、地の）jが般・111が強かった。

全Cのft千fl字についてみると，ノ＇）（ ii[（陀）が水トurnn

よりわずかに大きかったが，対JI泌によヒべると，水IH~M也

が 1.2～ l. 3 jfr大きかった。



4.3 苗木の蒸散量

市水のI也J.tTllをl也l努から切り If＼（り，水にさしつけてか

らの椛過日数と主主欣！誌の関係をiJ、したものが， ［＇！！I4であ

る0 fid枚討は， 1'i'i水池上fill1L1Tifc:: 1 gあたりのぷ散はm.e

て司、した〉 0血Utll絶乾cru，：，；取の総乾沼；ti:1 gあたり

の蒸散：止もリー］軍司ーのt~j ｛＇；－ と｛ばi[l1J は，変わらなかった。）

？！~1枚：，u土，さしつけてから 6 ～ 9 11 llまでの減少が大

きしそれ以後は緩やかであった。養成した市:killの泣い

による冷木のぷi孜副は，自II地の1¥'i木よリ ;j(111閥、地のf正木

のぷ散；，；ーが大きし 6 Fl Iii!で 0.48～ 0.51mt/ gの援が

あった。仏総， JM防（ 3) は，アカマツ，スギ， 7 サキめざ

し絞め:ll~ii文誌は，さしつけてからしばらくのll\J ！ム必の

あるものにたべて， 符しくおいが，れがたつにつれてそ

t Lがへり，およそ 1沼山もたつと恨のあるものよりも低

いとしているが，今回は絞のあるものをiWJ;,tしていない

ので，比絞はできないが， 1 !J.¥lli¥Jね皮まて”の！1¥{l士長ilま大

きし、。 6H II までの；~Urでは， 7)Zlll 跡地が畑地より大き

く，これは ~1,f,ljfuJJ~ ［元でも［ 1什五てdあった。このことから地

II~ めの＇ 1!!1iにかかわらず， rW.1＇の j氏i枚以は水 Ill 跡地でれっ

た）日本のノJIJ'j:[l[.l也に比べて大きい似11l1Jにあるといえる。

Jよ々の Yi'i 甘［！の Wi.1-.:'l•.HJ山l\J1[1 の：I ）式合；）01·えの、！と EJf1I（と

ん！／diX:：，：のWJ係を，凶 5にノJ；した。 j）兵 7干＊＇十ノ〉、大きい 1•Ji

で縫11.¥i:した 1'1'i.1三は， ；，~ 11x ：，：も ）（ きしイt[([l1JがみらjLた。

1.0 

'l:f'JJ!JJll¥J'l＇の A刊Hの土壌合水ifくの°FJ0Jj［！（と， 占｛木の合

水率の関係は， i立13のとおりで”ある。 ;U具合水平が高い

場所で養成された前水は，千？水1f~ も［＼＇，＼い｛可ifl1J にあった。

以i：のことから UJ~台水不が大きいノド Ill 跡地てすま， r'i'i 

イえのf,j;j(ifも大きくなるよつである。
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11°った白木の｝）治、ぷf枚以7うす多し哨立f1'iJI土，みられなくなっ

Tこ。

これらのことからj¥'i本の水分t;]ftは，一生長期間で首

州IIの水分条flにii!Ht：したものと考えられた。

ml I氏

':!.., 1'{j/j（の合；）＜.if'、と会主j枚以の関係を司 l/l6にノj、した。

台水平の大きい市本が， ff＊＇千三の小ざい市本よりも ！ldi'l:

:,:: l土）（きかった。

つぎに，的＇i:lllの：；＼；特を受けた 1W木の＊ぅHc1i'1'1I；は，どの

f'i'.I交のWlli¥J続くかをはるため，マサ，＿ （化i市J'f:J臥化｜）

を川lーとしたワグナー「！？ット（約 1/2パJOOa）に九州

知！で炎成したLli行1W木（ 2 'FUを， 12)]22けに 5:.1'ず

つがjえつけ -1! L~JtJI 主主成した後， 合水ずれ J人出C:r1:をil!lj定
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したぷ）！，＇.：；土次のとおりであった。

f{ ;J＼ネについては， l"<I7のとおりである。燃料にはワ

グナーポソトてい英成する riliのれ1W知｜での｛：唆汚水子十を，

縦11ii11には，ワグナーポソトてい－＇ leiくJljlf日付耐えした伐の1W

本の冷水平をぶした。この121からは，［?ii3でぶしたよう

な， 1-I集合水平均、f：きいJ:I'jiりiてい長Jえした山本か， i万（？，

水ifくが小さい場所て、義）Jえした 1'i'I木よりも合；J＼ヰrが人ーきい

jt:j'[f(;J はみられす，いずれのi'i'i木も60%,f'i'_J交の？？水車を小
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tL ：村！えつ（「てからJ-rl；れるまでの11.¥1/IJ

WP：制えつけた11.＼の 1'!'1：＋：の介ノ＇l<'t'

WL . 1'1'i~~ が！·,litしる li~IJO）合、ノ•）（＇本

J, , JI~ の，：：

γ ： 刊行立勺： o〕虫（0）、／ZJI.)(JC）~·· J.id＼文；，：：

十Hの，：

A' : ipj立.， l:cl似がi汲うノ主の；i：ーの、V·.t~J

この tLめ11・が大きいf,1.i，号店かつ主いとしている、

そこで本試験ぴ〕結決から， L: J也i}i[l1i1. 1F. :,::50 g WL 

, 110% E：十1um11:1T¥:i:20百八＇： (). 3 meとflf:;,Lし， WP

と γ を実際の i!llJ~jf｛（を’）｜］いて Iii＂＼／してみると，

tL ¥I'{ f二WL
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() 24ni（／ι×50 g () .3 me×20記

66ヲ% 10% 
水llJ(i;il)tl」ニ寸王耳而7/j＞花山一一τ訂nr支店子

となり， fit＇（え付けてから市水力、＋， 1；れる境［｜に泌する11:)1ii]

（比数）は，水Ill跡地て'i!tlぶした市水に比べて， ・J:lliJむのi'i'i'

Jj（は 2十円以iも大きし、。

又，；j([JI跡地めように，水分の多い I：境条1'1のjリiでif

うた 1YiJi三の十uのl汲水古色）Jは， fl＼し、と与えられる n さらに

水IJI 跡地でf1：った！？；本は， 1\'f;j( の？，ノ｝三本も大きく， ！；~f孜

；誌も大きいため，社とからの水分iザ立与えが多くなければなら

ず， i：淡，，，の;j(分が不足するとおi;rnしやすいとふ与えるこ

とカずでfうる。

』1l1J~ される ii I J也の｜一俊介ペl心不0臥炎かん派ぎ20cm平＇，＇）交）

を；J,',j）＼＇した例では， ll，＼色火1111火1)J~で37%( :l )J利先），

yド：；1!¥[Jj~ （化i村山風化 I）では15%( 2 JJ t制作）であっ

た。この作｜］めように泣林地l二十11'(:.l比する場介は， Y1'i 本が·~

ぷするだけの水分がある場所ならlllJ足立はないか，ほとん

どは！？バ：Illよリ条i'I：が：IJJししかもがぷ後乾燥か＇Mt＜場介

も多い。こjLらのことから，氷山跡地で作った1'1'i;j(は，

111.t也に納.Htするに｛土，あまり好ましくなし、水分科れをも

っNiイ＼とし、えよう。

又，；］＜.Illはぬ；水［i}j1l.のための不透水Wiがあるために，

卜！討が怖にlWiっていたり，＊で飽和されて通公判がJ忠く

なり，十uはt刊をぷ不足のため，十wぬれを起こしやすくなる 0

;j(IJI跡J也で， どうしても作らなければならないj劾イトは，

j;11!.lll は避け，＃！水， i通会Vl't ＇~＇ JソドI0〕良いJillをjぎび， IHJill

7)([11浮からのI也ト水グ）／・）：）；主を日VJくれと共iこ， i也F;Kf立を低

引

i
i
i吋
i
i片側

［

｛

／

 

日与l

II 

;j([!] ~湾、；七ll土，弘と i:11:1二；ズ分したにもかかh らず， Jill.t也

に比べてl)JVJ＜分の多いことがわかったのこのようなずi

引を作ったWi'klllで作った 1'/i木は， litiilll".のイ！？！棋にかかわら

す， ＇；｛水ヰ〈やぷJ投：，：が大きいという；j（分村什をい！った 1'1'i

Jj（てvあった。

こjLらは， liUilJ~； c l J;iグj平よリも 1W利｜！の i:JJVJくう〉♂J!;iY'I平を

受けて総得した水分nYIと行えられる。

!'1'i対I!からJMIJ LげらjLた！？｛イえが， !IJにイ11'iえられ川心す

るには， ii'iイーのi/;）） が i 分にある •j'; と， Hiの 1if1i:.h11!iH立

となる。 rW/fえの治:iJは， 1'1'1木グ）Jふv、！の台、ノk呼rとほぼす＇ 11

関係があり， jよ散によって体内の水分が減少すると，そ

の；，r；力はしだいに減少するとされている .11,. i'i'i木のi汲ノk

が断たれると， 1'1'i木J土位対応 Ll'11iタヒすることになるのこの

!'i'i 本ノア j:,1；ばする Ji~ I ！の合ノk千に泌するll!J1111が長いはと＼

附｜、:f:j'手によりノk分条件ヵ、nくなる機会が多くなり、 i丹治

にとっては有平｜！と下；える。

Wi/fくを＋11'lえつけてからいれるまでの11.¥J日jは，二大の.rl:て、

ノj、きれている目。
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トさせるため i分なぷノj(対策がμ島じられなければならな

しミ。できるだけ lli1j'1\'1 は，知IJ自で｛十る＇F/J、ヰ1~ ましいと巧

える。

6 おわりに

水Ill閥、J也での1w'1.. :1tm；がJ判JJllした）！；｛、休！としては， l『｛干［ I 

46fj'-J主よ l）立f；まつたヰ：σ〉ノI＇.戸Ii

ているようである C !Liili 才；治、ノ·J~lllh与り也で， Yfi'i'iーを h うよ

うになったのは，イ本~JI 111を手lj)IJするということと，先llJ也

での－Ff1Wに上七べてwr本を作り幼いという点lこ刊が十！けら

れたものであろう。

従って水Ill跡地での！づ〉なHl'i'i校術が， ji'{1'1］：されない

まま， l~色米の知IJ自での1fi'i'f)Ji'J~が，そのまま Jr)][)jj された

がi米，－；＇：：＇;j(ヰーが大きしぶnxMが多し、＇1＇古本ができるため

iむ林f去のiJf；泌が：Itくなったのではないかと考えられる。

ノ•j(ll ／跡地めずfrWについては， 1'!1仰のid壌の迭し、や， i 

？？とi：淡水分， LlJ)17)(分と総系＇ffグ〉関係，了IJ:J{J'l己分；；？と？

ィ、IVJなぷが多し、。今1111i土1W＊の；jく分号、iず！（ぷ欣；1::, ！？［イt

np,、水ヰ＼）をtにしたため， 1［二ffについては， )5）＼；でを11

っていない。今後資料の ~~ft'[ を f;-, ＇，これらのぷを lりlら

かにしたい。

ijlに1！わや十を1¥':jめる＇）＇；のみを II(Iせとしたずii'i'iを行うの

ではなく， J円~＇l' しペコすし、 Jillえでな 1W'1（を作＝る＇］＼－カf大一切であ

る。
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